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『
ゆ
め
ジ
ャ
ー
ナ
ル
神
奈
川
』

編
集
委
員
長
の
就
任
ご
挨
拶

齋
藤　

武
雄

新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
二
十
八
年

度
の
改
選
で
新

編
集
委
員
長
に
就
任
し
た
齋
藤
で
す
。

高
齢
化
が
進
み
、
今
や
人
生
百
歳
時

代
を
望
め
る
よ
う
に
な
り
、
元
気
で
過

ご
せ
る
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
平
均
寿

命
と
の
差
を
短
く
す
る
こ
と
が
叫
ば
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
達
成
に
は
個
人
の
努

力
も
必
要
で
、
適
切
な
食
事
、
適
度
な

運
動
、
仲
間
作
り
の
場
を
多
く
す
る
が

大
事
で
、
こ
の
仲
間
作
り
が
老
人
ク
ラ

ブ
の
出
番
と
な
り
ま
す
。

当
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
仲
間
作
り
を
一
つ

の
目
的
と
し
て
活
動
状
況
を
お
伝
え
し
、

特
に
新
ク
ラ
ブ
、
特
色
あ
る
ク
ラ
ブ
を

積
極
的
に
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
皆
様
か
ら
の
そ
の
よ
う
な
ク
ラ
ブ
の

ご
推
奨
及
び
身
近
な
情
報
の
ご
提
供
を

お
待
ち
し
て
ま
す
の
で
ご
協
力
の
程
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ 

だ 

ま

通巻

192号

●老舗クラブの決断
会の発足は昭和31年10月28日。老人
会が地域に作られ始めた頃、連合会など
はまだ存在しない時から活動をしている。
連合会を脱会したのは平成25年3月31
日。脱会理由はよくわからないが、同じ
時期に第１、第２笑生会も脱会している。
ところが第３笑生会は平成27年9月1日、
連合会に再加入をする。

●再加入の理由①「友愛活動」
平成27年当時の会長は友愛活動を熱心
に行っていた。独居３名、日中独居８名
の訪問活動を今も継続している。連合会
に入っていれば友愛チームの補助金が利
用できる。今後も地域の見守り活動は増々
重要性が大きくなる。活動継続のために
加入した。

●再加入の理由②
　「老人クラブ傷害保険」
多くの会員から「以前に入っていた保
険に脱会したから入れなくなってしまっ
た！」と言われた。転んだりしやすい年
齢で、ケガをすれば治るのに時間もかか
る。「役員は全員24時間総合型に入って
いる」とのこと。

●受け継いだ活動を続ける
「活動はどこのクラブでもやっている事
ですよ。」突然会長に任命されて、役員も
ほとんどが新人。「パソコンでの資料作成
や行事で忙しいけど、自分のアンテナの
感度を高めて、わくわくドキドキ感を持
ちながらやっています。」と老舗クラブを
継いだ石田会長は笑顔で話した。

検 索

赤
く
熟
し
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
実

を
幼
稚
園
児
達
が
次
々
と
収
穫
し

て
い
く
様
子
を
、
目
を
細
め
て
見

守
る
関
昭
男
さ
ん
。
山
北
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
園
芸
部
長
だ
。

園
芸
部
で
は
、
約
二
六
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
の
畑
を
借
り
て
い

て
、
そ
こ
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
三
十
苗

を
育
て
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
実
が

熟
し
た
頃
に
、
近
く
の
幼
稚
園
と

保
育
園
の
子
供
達
が
収
穫
に
や
っ

て
く
る
。
二
十
年
以
上
続
く
世
代

間
交
流
だ
。「
昔
は
、
子
供
の
身

長
よ
り
高
い
と
こ
ろ
に
実
が
な
っ

て
、
抱
き
か
か
え
て
収
穫
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
け
ど
、
苗
を
改
良
し

て
、
今
で
は
子
供
の
手
の
届
く
と

こ
ろ
に
実
が
な
る
よ
う
に
し
た
ん

だ
よ
」。

畑
に
は
サ
ツ
マ
イ
モ
も
あ
っ

て
、
こ
ち
ら
も
秋
に
な
る
と
子
供

達
が
芋
ほ
り
に
や
っ
て
く
る
。
子

供
達
は
、
収
穫
し
た
ト
マ
ト
や
芋

を
家
に
持
ち
帰
る
。
園
児
の
家
族

に
も
喜
ば
れ
る
恒
例
行
事
だ
。

「
同
じ
畑
で
は
、
菊
作
り
も
や
っ

て
ま
す
」
と
関
さ
ん
。
東
京
都
品

川
区
と
の
地
域
交
流
事
業
で
、
毎

年
五
月
に
品
川
区
か
ら
小
菊
の
苗

二
〇
〇
鉢
以
上
が
届
き
、
そ
れ
を

育
て
て
九
月
に
ま
た
品
川
へ
返

す
。
こ
ち
ら
も
三
十
年
以
上
続
い

て
い
る
活
動
だ
。
約
四
十
世
帯
の

協
力
者
に
二
鉢
ず
つ
自
宅
で
管
理

し
て
も
ら
い
、
残
り
を
畑
で
育
て

る
。
園
芸
部
員
五
人
と
部
の
О
Ｂ

三
人
、
単
位
会
長
を
引
退
し
た
協

力
者
三
人
で
、
一
鉢
一
鉢
丁
寧
に

剪
定
す
る
。
み
ん
な
素
人
だ
が
、

О
Ｂ
に
教
わ
り
な
が
ら
知
識
や
技

術
を
重
ね
て
い
く
。

メ
ン
バ
ー
の
平
均
年
齢
は
八
十

歳
を
越
え
て
い
る
が
、
毎
日
当
番

制
で
朝
と
夕
方
に
水
や
り
に
畑
に

出
向
く
。
消
毒
や
肥
料
撒
き
、
台

風
時
に
は
倉
庫
へ
の
鉢
の
避
難
な

ど
、
活
動
は
忙
し
い
。

「
だ
か
ら
み
ん
な
元
気
で
す
よ
。

ひ
と
山
越
え
て
畑
に
来
る
メ
ン
バ

ー
も
い
ま
す
。
忙
し
い
け
ど
、
子

供
達
の
収
穫
し
て
い
る
笑
顔
や
、

品
川
の
方
か
ら
の
喜
び
の
声
を
聞

く
と
、
嬉
し
い
で
す
ね
。
品
川
へ

返
納
さ
れ
た
菊
は
、
老
人
施
設
や

区
の
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
み
ん
な
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
ん
で
す
。

品
川
で
も
同
じ
菊
の
苗
を
育
て
て

い
る
ん
で
す
が
、
山
北
の
苗
の
方

が
先
に
花
を
つ
け
る
ん
で
す
よ
。

水
と
空
気
の
違
い
で
し
ょ
う
か

ね
」
と
日
に
焼
け
た
笑
顔
を
ほ
こ

ろ
ば
せ
た
。　
　
　
　

 （
小
松
薫
）

畑
で
交
流
事
業

「クラブをつくろう！」の紹介　― 第 5 回 ―

連合会に再加入! ～その理
わ け

由は？
――横須賀市老連「不

い り や ま ず

入斗第３笑生会」

小学生下校時の見守り
〜小学生の下校の安全誘導を担う〜

恒例「朝のラジオ体操」
〜毎朝自然に30人くらいが
　集まって始まるラジオ体操〜

御嶽神社の清掃は
月に２回行っている

山
北
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
園
芸
部

関  

昭 

男
さ
ん

左が園芸部長の関さん。
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会
員
の
皆
さ
ん
ご
家
族
お
揃
い
で
、
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

高
齢
者
が
四
人
に
一
人
か
ら
三
人
に
一

人
と
い
う
少
子
高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ

て
来
る
中
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く

の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

一 

求
め
ら
れ
る
の
は

　

 

健
康
寿
命
を
伸
ば
す

人
生
百
年　

元
気
で
、
仲
良
く
、
豊
か

に
、
楽
し
く
生
き
る
。「
誰
の
世
話
に
も

な
ら
ず
、
長
生
き
し
た
い
」
と
は
、
高
齢

者
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

健
康
、
体
力
を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
て

い
く
の
か
、
目
標
を
立
て
、
日
々
実
践
努

力
し
て
行
く
毎
日
が
自
分
と
の
戦
い
で
あ

り
ま
す
。

二 

地
域
社
会
の
担
い
手
と
し
て
活
動

今
ま
で
の
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
活
か

し
活
動
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
一
億
総

活
躍
社
会
に
は
、
高
齢
者
や
女
性
の
社
会

参
加
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

家
族
の
中
で
、地
域
社
会
の
中
で
安
心
・

安
全
な
生
活
が
で
き
る
関
わ
り
を
持
ち
、

先
導
を
お
願
い
し
た
い
の
で
す
。

三 

ゆ
め
ク
ラ
ブ
、老
人
ク
ラ
ブ

　

 

後
継
者
の
育
成

地
域
社
会
の
中
で
「
自
分
さ
え
よ
け
れ

ば
」「
加
入
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
」「
活
動
内

容
が
わ
か
ら
な
い
」「
役
員
な
ど
や
ら
さ

れ
る
」
等
の
課
題
も
、
会
員
の
元
気
な
楽

し
い
活
動
の
呼
び
か
け
、
声
か
け
で
、
仲

間
に
お
誘
い
す
る
こ
と
で
、
良
さ
に
気
づ

い
て
頂
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
、
良
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
活
躍
に
期
待
を
し
、
年

頭
の
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ゆ
め
ク
ラ
ブ
神
奈
川
事
務
局
か
ら

年
頭
の
あ
い
さ
つ

公
益
財
団
法
人 

神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ゆ
め
ク
ラ
ブ
神
奈
川

理
事
長　

三
橋 

道
明

平
成
二
十
八
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る

行
事
や
事
業
は
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
お
お
む
ね
順
調
に
進

捗
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
中
か

ら
、
い
く
つ
か
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

【
全
国
大
会
等
へ
の
参
加
】　

○
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

　
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

一
都
十
県
五
市
で
構
成
す
る
「
関
東

甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
」
が
、
六
月
三
十
日
～
七
月

一
日
に
か
け
て
栃
木
県
日
光
市
で
開
催

さ
れ
、
本
県
か
ら
は
、
三
橋
理
事
長
を
は

じ
め
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
河
野
参
事
か
ら
、「
老
人
ク
ラ
ブ
組

織
の
発
展
に
向
け
て
―
全
国
運
動
、
行
動

提
案
―
」
と
題
し
た
基
調
報
告
が
あ
り
、

高
齢
者
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
や
新
地

域
支
援
事
業
に
向
け
て
の
老
人
ク
ラ
ブ

と
し
て
の
行
動
提
案
等
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
都
県
市
の
参
加
者
は
四

つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

科
会
の
テ
ー
マ
に
則
し
た
特
徴
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
単
位
ク
ラ
ブ
や

市
町
村
老
連
の
会
長
か
ら
事
例
発
表
が

あ
り
、
分
科
会
参
加
者
と
の
間
で
熱
心
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
分
科
会
「
仲
間
を
増
や
す
活
動

の
推
進
」

第
二
分
科
会
「
健
康
づ
く
り
・
介
護

予
防
活
動
の
推
進
」

第
三
分
科
会
「
地
域
支
え
合
い
活
動

の
推
進
」

第
四
分
科
会
「
若
手
高
齢
者
の
力
を

生
か
す
活
動
の
推
進
」

二
日
目
は
平
成
二
十
八
年
度
関
ブ
ロ

会
長
表
彰
式
典
が
行
わ
れ
、
本
県
で
は

十
四
名
が
受
賞
し
ま
し
た
。

次
に
地
元
の
日
光
市
天
台
宗
観
音
寺

住
職
の
千
田
孝
明
氏
か
ら「
世
界
遺
産『
日

光
』
そ
の
謎
と
魅
力
」
と
し
て
、
古
く
か

ら
信
仰
さ
れ
て
き
た
東
照
宮
、
二
荒
山
神

社
、輪
王
寺
の
「
二
社
一
寺
」
を
中
心
に
、

ご
自
身
の
研
究
成
果
な
ど
を
交
え
た
ご

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
老
人

ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
は
、
来
年
度
は

千
葉
県
千
葉
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
役
員
・
活
動
推
進
員
合
同
研
修
会
】

七
月
二
十
一
日
に
か
な
が
わ
県
民
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
老
連
の
役
員
や
活

動
推
進
員
な
ど
計
九
十
名
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
役
員
・
活
動
推
進
員
合
同
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
は
、「
新
地
域
支
援
事

業
」
に
着
目
し
、
関
東
信
越
厚
生
局
の
大

和
田
修
弘
氏
に「
介
護
保
険
制
度
」と「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
つ
い

て
、
国
に
お
け
る
介
護
保
険
制
度
の
考
え

方
等
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
老
連
の
中
で
取
組
み
が

進
ん
で
い
る
大
和
市
老
連
の
斉
藤
会
長

や
ズ
シ
ッ
プ
連
合
会
の
内
野
副
理
事
長

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
状
況
等
に
つ

い
て
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今

後
の
各
地
域
に
お
け
る
取
組
み
を
考
え

る
参
考
に
も
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。（
三
面
に
特
集
記
事
掲
載
）

【
ゆ
め
ク
ラ
ブ
大
学
】

こ
の
事
業
は
、
神
奈
川
県
か
ら
の
事
業

委
託
を
受
け
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
と
の
連

携
・
協
働
に
よ
り
、
健
康
寿
命
日
本
一
に

向
け
て
介
護
予
防
や
生
き
が
い
づ
く
り

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

今
年
度
も
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
二
回
ず

つ
、県
内
在
住
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
、

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
等
に
係
る
実
技

も
含
め
た
講
座
を
開
講
し
て
お
り
、
出
席



地域の支え合いで 　　　　暮らす仕組み作り

●2020年、75歳以上の人口が64～74歳の人口を上回る。 ●2025年、団塊世代が75歳以上に。
●在宅医療・介護の推進。 ●2025年予想介護保険料8,165円（全国平均）当初の2.7倍へ。 
●75歳以上になると認知症発症率、介護認定率が上昇。 ●高齢者用施設数は高齢者数の伸びに追いつかず常に不足。

平成 30年度で全国すべての市町村が実施

『新地域支援事業とは?』
平成28年7月21日、かながわ県民センターで開催した役員・活動推進員合同研修会では、平成30
年度から市町村独自で行う地域包括ケアシステムについて、「老人クラブとして積極的に事業にかか
わる」を テーマに関東信越厚生局の方の講演、大和市、逗子市の事例発表を行いました。

◎制度の説明 講師：関東信越厚生局　大和田修弘氏

◎事例発表

背 景

平成27年7月から「高齢者生活支援サー
ビス構築研究会（協議体）」のメンバーに老
連会長が入っている。11地区で拠点づくり
を進めていくことになっている。

コーディネーターの人選や協議体の運営等について
検討を行うが、地域での理解を得るため準備会を各
地域で開催し、第２層協議体と共にさらに詳細を詰
める作業に入る予定で、これに老連も関わっていく。

２つの事業を実施すべきとした。 ①買い物支援事業
（配送事業だけではなく、高齢者自身が買物に行ける
仕組み作りも検討）②清掃支援事業（室内清掃や庭木
の手入れチームを編成し、市補助金事業制度を活用）

平成27年12月、新地域支援事業に参入す
るため「プロジェクトチーム」を立ち上げ、老
連メンバーの他、市福祉課や社協にも加わ
ってもらった。現在、ニーズ掘り起し調査中。

大
和
市

逗
子
市

１．「協議体」へ参加
市町村行政の計画を把握し、
その話合いの場に出ましょう

２．老人クラブ活動を活かした
介護予防・生活支援（友愛）
活動を続けましょう

老人クラブは
何をすればいいのか?

発表内容 その後…

通院
入院

通所
入所

地域包括ケアシステムの姿

●地域包括支援センター 
●ケアマネジャー

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

地域包括ケアシステムは、
おおむね30分以内に必
要なサービスが提供され
る日常生活圏域（中学校
区）を単位として想定

厚生労働省資料から

クローズアップ
役員研修会

●自宅 ●サービス付き高齢者向け住宅など

生活支援
介護予防

いつまでも元気に
暮らすために…

●老人クラブ
●自治会 ●ボランティア ●NPOなど

住まい
医　療

病気になったら…

●病院
●日常の医療

●在宅系サービス
●介護予防サービス
●施設・居住系サービス

介　護
介護が必要になったら…
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熊本地震災救援拠金のご報告

新ジャーナル編集委員のご紹介

委  員  長　　齋藤　武雄　　横三ブロック／葉山町

副委員長　　田場川　善雄　湘南ブロック／藤沢市
大友　昭夫　　西湘ブロック／小田原市
干川　兵二　　県央ブロック／綾瀬市
前田　庸夫　　足柄上／松田町
板倉　忠臣　　相模原ブロック／相模原市
江原　眞佐美　女性会議書記／葉山町
高橋　一秀　　外部委員／神奈川県社協

者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

横
須
賀
・
三
浦
ブ
ロ
ッ
ク
／
一
回
目
が

十
月
十
三
日
、
二
回
目
は
十
月
二
十
日
に

県
立
保
健
福
祉
大
学
で
実
施
し
ま
し
た
。

湘
南
ブ
ロ
ッ
ク
／
一
回
目
が
九
月

二
十
九
日
に
寒
川
町
総
合
体
育
館
で
実

施
、
二
回
目
は
二
月
二
十
三
日
に
秦
野
市

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施
予
定
で
す
。

県
央
ブ
ロ
ッ
ク
／
一
回
目
が
一
月

二
十
日
に
、
二
回
目
は
一
月
二
十
七
日
に

厚
木
市
こ
と
ぶ
き
荘
で
実
施
予
定
で
す
。

西
湘
ブ
ロ
ッ
ク
／
一
回
目
が
八
月

二
十
四
日
に
お
だ
わ
ら
総
合
医
療
福
祉

会
館
で
実
施
、
二
回
目
は
十
一
月
十
一
日

に
真
鶴
町
町
民
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま

し
た
。

足
柄
上
ブ
ロ
ッ
ク
／
一
回
目
が
十
月

三
日
に
中
井
町
民
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
二
回
目
は
十
二
月
二
日
に
山
北
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
し
た
。

相
模
原
ブ
ロ
ッ
ク
／
前
期
・
後
期
と

い
う
形
式
で
、
相
模
原
市
立
あ
じ
さ
い
会

館
で
実
施
し
ま
し
た
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
開
催
状
況
等

は
前
述
の
と
お
り
で
す
が
、
毎
回
、
多
く

の
方
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
ま
た
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
見
て
も
有
意
義
な
事
業
で

あ
る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

【
老
人
ク
ラ
ブ
「
一
〇
〇
万
人
会
員
増

強
運
動
」
の
平
成
二
十
七
年
度
状
況
に

つ
い
て
】

平
成
二
十
七
年
度
の
会
員
増
強
運

動
の
概
要
で
す
が
、
全
国
六
十
二
都
道

府
県
・
指
定
都
市
老
連
の
二
年
次
目
標

二
十
万
七
千
二
百
六
十
二
人
に
対
し
て

実
績
は
△
十
七
万
六
千
八
百
六
人
と
大

き
く
下
回
り
、
目
標
の
達
成
及
び
会
員
が

増
加
し
た
老
連
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

県
老
連
の
状
況
で
す
が
、
目
標
増
加

数
三
千
九
百
四
十
八
人
に
対
し
て
実
績

は
△
二
千
二
百
五
十
九
人
で
会
員
が
増

加
し
た
老
連
は
七
老
連
、
減
少
し
た
老
連

が
二
十
三
老
連
と
い
う
結
果
で
し
た
。

唯
一
目
標
を
達
成
し
た
老
連
は
鎌
倉

市
老
連
で
、
全
老
連
か
ら
「
一
〇
〇
万
人

会
員
増
強
運
動
特
別
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。今

後
も
、
共
通
実
施
運
動
で
あ
る
、
①

勧
誘
か
ら
始
め
よ
う
！ 

②
ク
ラ
ブ
を
Ｐ

Ｒ
し
よ
う
！ 

③
ク
ラ
ブ
を
つ
く
ろ
う
！

の
三
つ
の
会
員
増
強
運
動
を
推
進
し
、
是

非
、
目
標
達
成
に
向
け
取
り
組
み
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

≪ 拠金使途について ≫
地震災害の救援資金並びに被災者支援等の活動資金として

上記のとおり送金いたしました。ご協力ありがとうございました。

神奈川県老連では（公財）熊本県老連指定の「熊本地震災救援拠金口」へ
第一次取りまとめ拠金　　 7月29日（月）　　 5,819,563円
第二次取りまとめ拠金　　10月31日（月）　　 1,318,866円

「ニュースポーツ交流の集い開催事業」助成金 630,000円

≪横須賀・三浦ブロック≫　　 助成金額 110,000円
　※平成28年10月27日（木）　鎌倉市笛田公園 広場／約145人参加
≪湘南ブロック≫　　　　　  助成金額 110,000円
　※平成28年11月10日（木）　寒川町田端スポーツ公園／約160人参加
≪県央ブロック≫　　　　　  助成金額 110,000円
　※平成28年12月16日（金）　愛川町農村環境改善センター／約55人参加
≪西湘ブロック≫　　　　　  助成金額 110,000円
　※平成28年6月1日（水）　　 酒匂川スポーツ広場／約100人参加
≪足柄上ブロック≫　　　　  助成金額 100,000円
　※平成28年11月8日（火）　  大井町総合体育館／約90人参加
≪相模原ブロック≫　　　　  助成金額 90,000円
　※平成28年11月10日（火）　相模原市北公園スポーツ広場／約400人参加

上記のとおり、会員の皆様の身近な市町村老連支援活動に活用をさせていただきました。また、会場では参加者の皆様
にも募金のご協力をいただき、ありがとうございました。これからも「高齢者が健康で活動するために！」をスローガンとして、
委員会で検討し活用させていただきます。今後とも募金のご協力をよろしくお願いいたします。（募金は単位クラブでとり
まとめていただき、郵便払込用紙にてお振込いただけるようお願いいたします。ただし、募金は強制ではありません。）

≪ 神奈川県老人クラブ連合会における救援拠金 ≫
�横須賀市／195,310円
平  塚  市／416,563円
鎌  倉  市／577,762円
藤  沢  市／287,215円
小田原市／747,186円
茅ヶ崎市／387,089円
相模原市／909,150円
三  浦  市／121,870円

秦  野  市／514,323円
厚  木  市／934,415円
大  和  市／  50,000円
伊勢原市／268,761円
海老名市／  50,000円
座  間  市／179,647円
南足柄市／179,025円
綾  瀬  市／414,690円

愛  川  町／142,890円
葉  山  町／  20,000円
寒  川  町／121,575円
大  磯  町／129,952円
二  宮  町／394,198円
中  井  町／  10,000円
大  井  町／  10,208円
箱  根  町／  76,600円

救援拠金最終合計金額／7,138,429円

平成28年度ゆめクラブ活性化推進事業募金活用事業
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県
老
連
の
動
き

平
成
28
年

７
月

30
～
１ 

日　

関
ブ
ロ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
栃
木
県
）

（
写
真
①
）

４
～
５
日　

全
老
連
事
務
局
長
会
議

８
日　

正
副
理
事
長
会

８
日　

ゆ
め
ジ
ャ
ー
ナ
ル
発
行

12
日　

西
湘
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

16
日
～
17
日　

関
ブ
ロ
活
動
推
進
員
研
修
会

21
日　

事
業
活
動
基
金
管
理
委
員
会

　
　
　

役
員
・
活
動
推
進
員
合
同
研
修
会

27
日　

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
足
柄
上
ブ
ロ
ッ
ク
）

８
月

24
日　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
大
学
（
西
湘
ブ
ロ
ッ
ク
）

９
月

２
日　

正
副
理
事
長
会

21
日　

友
愛
研
修
会
（
横
三
ブ
ロ
ッ
ク
）

20
日　

全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日

23
日　

健
康
づ
く
り
実
践
教
室
（
湘
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

28
日　

友
愛
研
修
会
（
西
湘
ブ
ロ
ッ
ク
）

29
日　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
大
学
（
湘
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

10
月

１
日　

 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
街
頭
募
金
活
動
（
写

真
②
）

３
日　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
大
学
（
足
柄
上
ブ
ロ
ッ
ク
）

５
～
６
日　

全
老
連
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」

７
日　

理
事
会
・
正
副
理
事
長
会

11
～
12
日　

関
ブ
ロ
連
絡
協
議
会
（
群
馬
県
）

13
日　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
大
学
（
横
三
ブ
ロ
ッ
ク
）

17
日　

ゆ
め
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集
委
員
会

20
日　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
大
学
（
横
三
ブ
ロ
ッ
ク
）

25
日　

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
湘
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

27
日　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
（
横
三
ブ
ロ
ッ
ク
）

11
月

４
日　

正
副
理
事
長
会

９
～
10 
日　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
（
富
山
県
）（
写

真
③
）

11
日　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
大
学
（
西
湘
ブ
ロ
ッ
ク
）

18
日　

功
労
者
の
つ
ど
い
（
写
真
④
）

24
日　

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
湘
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

27
日　

 

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ア
か
な
が
わ
（
み

な
と
み
ら
い
）（
写
真
⑤
）

12
月

２
日　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
大
学
（
足
柄
上
ブ
ロ
ッ
ク
）

６
～
７
日　

全
老
連
会
長
会
議

７
日　

友
愛
研
修
会
（
湘
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

９
日　

正
副
理
事
長
会

12
～
13 
日　

県
老
連
役
員
宿
泊
研
修
会

16
日　

事
業
活
動
基
金
管
理
委
員
会

ゆめクラブ
神奈川の動き

皆様からのお問い合わせやご要望により、コピー
版を提供いたします。ご希望の方は住所・氏名・
電話番号・希望部数を明記の上、ＦＡＸまたは
おハガキにて神奈川県老連事務局へお申込みく
ださい。
〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡4-2
（公財） 神奈川県老人クラブ連合会　宛
ＦＡＸ 045-312-4288
１部500円（別途送料）代金はコピー版受取後、
同封の郵便払込票にてお支払いください。
※A4サイズで１頁に２曲。両面印刷112頁です。
詳細は“ゆめクラブ神奈川”のホームページでご
覧いただけます。

歌集「みんなで歌う 心のうた200選」
コピー版提供のお知らせ

みなとみらいクイーンズサークルで開催され、

女性会議で「コグニサイズ」を紹介しました。

会長表彰を受賞された方から３名が参加しました。
受賞者　座間氏（相模原市、右から２番目）、上野氏（箱根町、右から３番目）、田場川氏（藤沢市、右から４番目）

県知事表彰は５団体、７個人を、

理事長表彰は28団体、70個人を表彰しました。

女性会議・ブロック代表者の方々が
横浜駅西口にて募金を呼びかけました。

関ブロ会長表彰を受賞され、式典に参加した皆さん。

左から 曽根氏（座間市老連会長）、沖田氏（鎌倉市老連副会長）、

干川氏（綾瀬市老連会長）、田場川氏（藤沢市老連会長）

①
関ブロリーダー

研修会

②
赤い羽根
共同募金
街頭活動

③
全国老人

クラブ大会
（富山市）

⑤
健康チャレンジ
フェアかながわ

2016

④
功労者のつどい


